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生きることは食べること
“いただきます” 体験会
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この食事をいただくに当たり、調理人がどのような手間と工夫で料理したのか思え。また

食材がここに届くまで幾人の手を経て来たのか思え。このように多大な労によって用意され
た食事をいただくに当たり、己れの一日の行いがこれを受けるにあたいするかを考え、感謝
を持ってこれを受けよ。(『五観の偈』1 と 2、道元、曹洞宗 )

命と食に向き合う「鶏をしめる」体験会
少林寺拳法では、「体験」を重んじます。知識として学ぶだけでなく、自らの身体を通し

て実践することが理解の本質であると考えています。この考え方は私たちが日々の生活の中
で当たり前のように享受している「食」についても言えるのではないでしょうか。

私たちは普段、何不自由なく卵を食べ鶏肉を口にしています。しかしその食卓に並ぶまで
どのような生命の営みがあったのか、考える機会は多くありません。今回の体験会では、皆
さんの食卓に上る「鶏」に焦点を当て、生命をいただくという行為を子どもたちと共に体験
します。

命の尊厳と経済動物としての理解
また特別視しすぎることなく、あくまで私たちの生活を支える「畜産動物」としての鶏を

理解することも目的とします。この体験会は、単に鶏を絞める残酷な作業ではありません。
鶏もまた虫やミミズのような生き物を食べて育ちます。その生命を我々が食べる。そういっ
た生命の連続性の中に私たちは生きていることを体験してほしい。生きている生命を奪うこ
と、食べること、それは私たちが生きられるという事実にまっすぐ向き合う時間となります。

未来に備える「生きる力」を育む
現代の日本は豊かですが、大規模災害、治安悪化による食料不足など、これまでの日常を

揺るがす事態が現実味を帯びています。そんな時代だからこそ私たち一人ひとりが「生きる
力」を身につけることが重要です。自らの手で食料を得る経験を通してもしもの時に頼れる
確かな自信、未来を生き抜くための実践的な力を育んでほしいと願っています。

忘れられない経験となる「鶏をしめる」体験
実際に鶏をしめるという経験は、子どもたちにとって大きな衝撃と同時に深い学びをもた

らすことでしょう。この経験は食べ物を大切にする心、そして日々の食料への感謝の気持ち
を育む貴重な機会となるはずです。この体験を通して子どもたちが生命と食について深く考
え、豊かな心を育むことを願っています。
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※保護者の同伴を前提とし、参加前後には簡単な心の準備やふり返りの時間を設けます。
※調理に際し、食育も兼ねて食品衛生の確認も行います。特に鶏肉が生で食べられない旨

を確認します。親子で鶏肉料理でも調べておいて下さい。
※動物福祉に配慮した方法で行います。使用する鶏は衛生・健康管理の整った環境で育て

られた個体です。門下生に横浜市の生活衛生の部署の職員、かつ獣医で食鳥検査員資格
保持者がいますので、食品衛生についても学ぶ時間を設けます。

参考 1「『ニワトリと暮らす』和田 義弥 ( 著 )  p.121」
鶏を締めるのは初めてだったけれど、そのことにはなんの抵抗もなかった。逆さ吊りの首

のない鶏鶏が暴れたからといって戸惑いもしなかった。むしろ、自分のできることがひとつ
増えたことが嬉しかった。
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参考 2 「ナスの味噌汁」
娘が幼稚園の時に園庭で育てたナスを食べたことで、あまり子どもが好きでない（と思う）

ナスの味噌汁を今でも美味しく食べています。自分で育成・調理したものには格別な物があ
るのだと思います。

参考 3 「スポットナイフを食べる」
道院長は以前、飼っていた熱帯魚を食べたことがあります。水槽から飛び出して死んだイ

ンディアンスポットナイフ (30cm) を調理しました。
ペットとして飼っていたスポットナイフですが、原産地インドでは食べられている魚です。

このまま埋めるのは忍びないと感じ調理したのですが、食べるときはいつもより感慨深く「い
ただきます」と感じました。 https://youtu.be/A8JDroz4kLA

参考 4「インドでの屠殺」
インドの街中の市場では、ヤギや鶏はよく捌いています。鶏も流れ作業でばんばん締めて

いました。締め方にお国柄や手法があり興味深いところです。
またインド各地にあるカーリーガート寺院では生贄としてヤギを殺すことがよくありま

す。（カーリー女神は、破壊と創造、死と再生を司る女神であり、しばしば血と供犠を求め
る神ともされる） 供物となったヤギは参加者たちによって食べられるのが一般的です。

道院長がインドのグハティで撮影した生贄ヤギの首をはねる動画をがありますので、こち
らもぜひ見て下さい。ネットにアップすると削除されるのでローカルで見て下さい。
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参考 5 実際に道院長が鶏を締める動画
体験会に当たり事前に道院長が 2 羽ほど自宅で絞めてみましたが、やはり実際に想定と

異なるところはあるものです。特に強く感じた問題点は、「事前に締める動画をネットで見
つけられなかった」という点があったと思います。事前事後の写真などはたくさんありまし
たが、行為そのものを撮影したものは見つけられませんでした。これも 1 つの「死生が生活
から遠ざかっている」例の 1 つだと感じます。

やはり事前に見ておくとイメージが誇張なく伝わります。というわけで私が締めるところ、
の動画を貼っておきますので、ぜひご覧下さい。

https://youtu.be/ ●●●●●

鶏卵種としておとなしい性格が遺伝的に固定されているのだと思います。搬送時や直前ま
では極めておとなしく、暴れたり鳴いたりすることはありませんでした。足を縛った時も大
人しかったです。私が小学校の頃に学校で飼育されていた、元気に走り回る荒々しい鶏のよ
うな傾向は全くありませんでした。

極めておとなしい鶏です。

参考 6【日本の鶏肉消費の概況】出典：農林水産省「食肉需給表」など

■ 鶏肉の年間消費量（日本全体）  約 244 万トン（2023 年）
国内生産：約 171 万トン
輸入量：約 73 万トン　主な輸入先：ブラジル、タイなど

■ 一人あたりの年間食肉消費量 （2023 年）
鶏肉：約 19kg ／人
牛肉：約 9kg ／人
豚肉：約 16kg ／人

■ 消費の特徴
唐揚げ、焼き鳥、コンビニ弁当などの需要が高い
価格が安定・低価格
宗教的制限が少なく、外国人にも受け入れられやすい

参考 7 声あるものは幸いなり
「鳥の血に悲しめど、魚の血に悲しまず。声あるものは
幸いなり。」

鳥は声を上げるから可哀想、と云うても毎日卵や鶏を
食べているわけですし云々
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